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物価上昇 なお鈍く
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ヨ緩 Zんノ

い
ま
ま
だ
。

坤
米

で
前
年
同
月
比
０

・
２
％
の

し
、
川
下
へ
の
価
格
転
嫁
に

イ
ン
フ
レ
警
戒
し

「あ
ら
ゆ
る
措
置
」

７
％
　
　
　
　
米
大
統
領

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
１９
日

の
演
説
で
、
米
連
邦
準
備
制
度

理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
パ
ウ
エ
ル

議
長
と
最
近
会
談
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
米
国
で
の
イ

ン
フ
レ
の
加
速
を
巡
り
、
バ
イ

デ
ン
氏
は

「力
強
く
持
続
的
な

経
済
回
復
を
支
え
る
た
め
、
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
る

べ
き
だ
」
と
伝
え
た
と
い
う
。
バ

イ
デ
ン
氏
は
こ
の
日
の
演
説
で

も
、
最
近
の
物
価
上
昇
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の
経

済
再
開
に
伴
う

「
一
時
的
な
も

の
」
と
の
見
解
を
繰
り
返
し
た
。

イ
ン
フ
レ
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
当
初
予

想
し
た
よ
り
も
長
引

い
て
お

り
、
米
政
権
が
警
戒
感
を
高
め

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な

つ
た
。

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】

金
の
引
き
下
げ
と
い
う
政
策

要
因
に
加
え
、
景
気
の
持
ち

直
し
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が

底
流
に
あ
る
。

変
動
の
大
き
い
生
鮮
食
品

を
除
く
総
合
指
数
は
Ｏ

ｏ
２

％
上
が
り
、
２
カ
月
連
続
で

プ
ラ
ス
と
な

っ
た
。
生
鮮
食

品
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く

総
合
指
数
は
Ｏ

ｏ
２
％
下
が

り
、
３
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ

ス
だ

っ
た
。
資
源
高
の
影
響

で
６
月

の
輸
入
物
価
指
数

（
円
ベ
ー
ス
）
が
２８

ｏ
Ｏ
％

上
昇
す
る
な
ど
川
上
の
価
格

は
上
昇
し
て
い
る

の
に
対

火
災

・
地
震
保
険
料
が
１６

ｏ

４
％
上
昇
し
た
。
携
帯
電
話

通
信
料
は
２７

ｏ
９
％
低
下
し

た
。米

国
は
イ
ン
フ
レ
が
加
速

し
て
お
り
、
６
月
は
Ｃ
Ｐ
Ｉ

が
５

ｏ
４
％
上
昇
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
落

ち
込
ん
だ
経
済
活
動
の
急
回

復
で
航
空
運
賃
な
ど
が
大
き

く
伸
び
た
。

ユ
ー
ロ
圏
は
１

ｏ
９
％
上
昇
と
前
月
に
比
べ

や
や
鈍
化
し
た
が
、
景
気
の

持
ち
直
し
を
背
景
に
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
値
段
が
幅

広
く
上
昇
し
て
い
る
。

日本は低インフレが際立つ

前年同月比の物価上昇率
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■
幹
部
逮
捕
か
ら
１
週
間
で
廃
刊

′くク%らみ

香
港
で
民
主
派
支
持
を
鮮

明
に
す
る
唯

一
の
新
聞
だ

っ

た
顔
果
日
報

（
ア
ッ
プ
ル

・

デ
イ
リ
ー
）
が
あ

っ
と
い
う

間
に
消
え
た
。
警
察
が
香
港

国
家
安
全
維
持
法
（国
安
法
）

に
基
づ
い
て
幹
部
を
逮
捕
し

た
の
は
６
月
１７
日
。

２４
日
付

で
の
廃
刊
ま
で
わ
ず
か
１
週

間
だ

っ
た
。

給
与
も
払
え
ず

国
安
法
が
初
め
て
企
業
を

追
い
詰
め
た
。
当
局
は
創
業

者
の
黎
智
英

（ジ
ミ
ー

・
ラ

イ
）
氏
に
続
き
、
発
行
会
社

の
壱
伝
媒

（ネ
ク
ス
ト

・
デ

ジ
タ
ル
）
ト

ッ
プ
や
編
集
長

ら
を
次
々
と
逮
捕
し
、
顔
果

日
報
な
ど
３
社
の
資
産
１
８

０
０
万
香
港

′レ
ド

（約
２

ｏ
６

億
円
）
を
凍
結
し
た
。
最
後

は
従
業
員
の
給
与
も
払
え
な

く
な

っ
た
。

だ
が
、
壱
伝
媒
は
３
月
末

時
点
で
５
億
香
港

′レ
ド
あ
ま
り

の
現
預
金
を
保
有
し
、
１
年

半
は
事
業
を
続
け
ら
れ
る
と

表
明
し
て
い
た
。
単
純
計
算

で
４
億
香
港

′レ
ド
超
は
残

っ
て

林
鄭
月
蛾

（キ
ャ
リ
ー

・
ラ

ム
）
行
政
長
官
な
ど
個
人
３４

人
を
香
港
自
治
法
で
の
制
裁

対
象
に
指
定
し
た
。
林
鄭
氏

は
銀
行
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
な
く

な
り
、
自
宅
に
は
現
金
が
積

．
真

相

該
人
物
と
は
取
引
が
な
く
、

金
融
機
関
が
制
裁
を
受
け
る

可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

法
律
事
務
所
ス
テ
プ
ト
ウ

・
ア
ン
ド

・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
の

ニ
コ
ラ
ス

・
タ
ー
ナ
ト
氏
は

「
制
裁
に
よ

っ
て
対
象
と
す

る
政
府
の
政
策
を
変
え
る
の

は
難
し
い
。
バ
イ
デ
ン
政
権

疑
間
符
が
つ
い
た
。　
一
方
、

大
き
な
資
本
流
出
は
起
き

ず
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
を
狙
う

西
側
諸
国
の
金
融
機
関
は
人

員
増
強
に
動
く
。
ア
ッ
プ
ル

・
デ
イ
リ
ー
の
死
は

「
自
由

な
き
金
融
」

へ
の
危
う
い
傾

斜
を
映
し
て
い
る
。

（香
港
＝
木
原
雄
士
）

ラ
ン
プ
時
代
の
制
裁
が

る
と
い
う
。
　

は
卜

的
で
な
か

っ
た
と
考
え

者

み
上
が

っ
て
い

』

へ
の
２
次

効
果

る
」
と
語
る
。

「
ン
最
高
経
営
責
任

蒙

た
だ
ヽ
金
融
機

岬
低
い
と
み

て
い

国
は
６
月
、
外
国
の
制

．
ク

】
０
）
は

「
香
港
警

一
　

制
裁
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　

中
の
対
抗
措
置
を
定
め
た

球
行
名
は
明
ら
か
に

　
　
　
　

ヽ
（
Ｃ

利
に
従

っ
た
だ
け
だ

き

りヽ
れ
て
い
る
。

が
制
耕
を
発

裁

粋
国
制
裁
法
を
制
定
し

結
し
た

制
ら
ず
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

の
指

赤
た
。
同
行
は
税
引

離

　

根
拠
は
米
国

あ
る
。
ま
ず

反
妹

バ
イ
デ
ン
政
権
は
多
く

い
た
は
ず
だ
。

　
　

利
し
た
の

な

っ
て

離
済
新
聞
の
問
い
合

　
　
　
　
　

と
語

¨
の
９
割
以
上
を
香

新

動
す
る
手
順
に

措
置
を
停
止

た
。

企
業
が
拠
点
を
置
く
香

誰
が
と
ど
め
を

利
デ
イ
ア

は
日
本

囃
答
し
な
か

っ
た
。

　
　
　
　
　

前
利

議
ヽ
中
国
本
土
の
事
一

　

香
港

へ
の
優
遇

に
基
づ
く
別

の
米

の
適
用
を
懸
念
す
る
。

か
。
複
数
の
香
港

”
摘
発
り

わ
せ
に

釦
融
関
係
者
は

「
訴

　
　
　
　
　

で
稼

げ
も
意
欲
を
示
す
。

一
　
け
脳
教
獅
獅
始

議

（
ヽ

中
喘
晴

錐
¨

堺
¨
的
］
砂
融
機
動
豪

は
あ
る
有
力
銀
行

動
局
が
指

　

あ
る

た
を
伴
う
口
座
凍
結

は
劃
軍
果

ド
に
惧
舌

ン

外
国
資
産
管
理

に
対
象
者
を

の
中

大
手
銀
が
米
制
裁
に
従

ス
ク
を
恐
れ
て
、

暉
ま
で
配

訟
リ
ス

ク
の
助
言
を
求
め
る

示
し
て
い
な
い
口

¨
と
報

じ

は
専
門

挙
に
判
断
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
法
に
対
し
、
ト
ラ

に

Ｃ
）
の
リ
ス

け
２
～
４
カ
月

港
“

く
な
る
事
態
だ

と
い

慮

し
て
凍
結

し
牌

事
業
を

な
ど
慎

に
関
係
で
取
引
を
控

　
　
　
　
　
　
　

以
権
は
２
０
２
０
年

を

載
せ
る
。
そ

％
を
香
港
自
治

わ
な

政
治
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル

た
。
実
際
、
同
紙

囃
ド
フ
ア

当
局
と

わ
得
な
か

っ
た
の
で

　

ア
」

　

プ
前

融
関

へ
の
２
次
制
裁

傘

後
、
同
じ
人

ｍ
に
指
定
す
る

う
。

・卜
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

・
ビ

続
け
よ
う
と
ク
ラ

″
模
索
し

え
ざ
る

た
」
と
推
測
す
る
。

　
　

Ｄ
・
・
　

金
融

出
す
る
香
港
自
治
法

を

法
の
制
裁
対
象

だ
。
　
　
　
　
夕

″
‐
ズ
氏
は
同
法
に
つ
い

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

緯
か
ら
の

は
な
い

い
Ｃ
は
デ
ン
マ
ー

｝
　

〓
岬
］
　
詢
卸

一
燎
π
覇
昨
¨
中
秘

時

の
が
「
肇
嗣
陣

関
は
常
時
、
　

ッ
カ

た
が
、
銀
行
が
外

嘲
う
。
　
　
　
Ｈ
Ｓ

け
政
治
亡
命
を
表
明

入
金
を
拒
ん
だ
と

い
行
は
英

訪
間
中

華
派
前
議
員
の
許

一
　

入
律
ユ
　
蔽
い
け

へ
の
融
資
や
為
替

壱
伝
媒
の
取
引

和
ポ
‐
ル

し
た
民

葬
族
の
回
座
を
凍
結

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
や
シ
ン

け
銀
行
と

峯
氏
と

務
が
あ
る
。
英
議
会

の
Ｄ
Ｂ
Ｓ
、
台
湾

洵
名
を
連

し
た
こ
ヽ

西
側
の
金
融
機
関
¨

上
す
る
内
容
だ
。
基

Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
リ

ス
ト
を
注
視

て

「
米
中
の
経
済
分
離
を
加

ド
ル
ヘ
の
ア
ク
セ
ス

し
、
リ
ス
ト
に
載

っ
た
時
点

速
さ
せ
る
」
と
話
す
。

る
劇
薬
だ
が
、
専
門

で
取
引
を
停
止
す
る
。
こ
の

　

国
安
法
に
よ

っ
て
自
由
を

で
は

「
米
当
局
は
そ

た
め
、
香
港
自
治
法
の
制
裁

奪
わ
れ
た
香
港
は
国
際
金
融

や
る
気
は
な
い
」
と

が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
、
当

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
位
に

凸
口
Ｈ
　
の

相
け
い
鉱
い
発
ず

香
港
の

凋経 2′

`

一吻

た銀行の深謀
嘔 鱚

‐′

磨

卸

督

嵐

■
日

日

Ｆ

Ｉ
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投
融
資
支
援
先

民
間
任
せ

日
銀
は
１６
日
、
気
候
変
動
対
策
の
投
融
資
を
後
押
し
す
る
新

制
度
を
ま
と
め
、

「脱
炭
素
」
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

へ
踏
み
出
し
た
。
た
だ
し
、
ど
の
投
融
資
が
対
策
に
つ
な
が
る

の
か
は
、
制
度
を
活
用
す
る
金
融
機
関
の
判
断
に
委
ね
、
日
銀

は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
に
し
た
。
先
行
す
る
欧
州
で
は
、
政
府

が
気
候
変
動
対
策
に
つ
な
が
る
事
業
を
選
別
す
る
基
準
を
順
次

整
え
、
投
融
資
を
促
し
て
い
る
が
、
国
内
で
は
こ
う
し
た
基
準

が
未
整
備
。
欧
州
に
比
べ
踏
み
込
み
の
甘
い
制
度
に
な

っ
た
。

ヽ
　

　

（２
面
参
照
）

を
強
調
し
た
。

気
候
変
動
対
策
が
各
国
中
銀

も
含
め
て
大
き
な
関
心
事
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

「カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
実
現
に
は
、
大
規
模
な
資
金

投
入
が
必
須
な
た
め
だ
。
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）

は
、
脱
炭
素
化
に
向
け
必
要
に

な
る
投
資
額
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
だ
け
で
２
０
４
０
年
ま
で

に
世
界
で
６７

ｏ
８
兆

′レ
ド

（約
７

４
６
０
兆
円
）
と
見
込
む
。
脱

炭
素

へ
の
移
行
を
迫
ら
れ
る
企

業
を
金
融
面
で
支
え
る
必
要
性

は
増
し
て
い
る
。

欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
の
欧
州

委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
気
候
変
動
対
策
に
貢
献
す
る

か
を
示
す
基
準

「
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ

ノ
ミ
ー

（分
類
）
」
を
示
し
、

金
融
機
関
や
企
業
の
指
針
と
な

っ
て
い
る
。

「気
候
変
動
の
緩

和
」
の
分
野
で
は
、
農
業
、
製

造
業
、
電
気

・
ガ
ス
な
ど
８
分

記
者
会
見
す
る
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
＝
東
京
都
中
央
区
の
日
銀
本
店

で
‐６
日
午
後
３
時
５０
分
、
代
表
撮
影

野
で
計
７０
項
目
の
技
術
基
準
を

設
定
す
る
。
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
は
今
年
１
月
か
ら
、
気

候
変
動
対
策
に
役
立
つ
事
業
に

投
資
す
る
債
券
を
資
産
購
入
の

対
象
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
基

準
を
満
た
す
こ
と
が
条
件
に
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
ど
の

よ

′
う
な
事
業
な
ら
ば
、
対
策
に

貢
献
す
る
の
か
を
判
断
す
る
基

準
が
未
整
備
だ
。
あ
る
日
銀
関

係
者
は
「日
銀
が
『
グ
リ
ー
ン
』

「中
央
銀
行
は
物
価
の
安
定

と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が
任

務
だ
が
、
気
候
変
動
の
問
題
が

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
分
か

っ
て
い
る
。
中
央

銀
行
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
、
か
な
り
議
論

し
た
」
。
黒
田
東
彦
総
裁
は
気

候
変
動
対
策
に
乗
り
出
す
意
義

日銀が金融機関を
通じて気候変動への
対応を後押しする

対1豪

'こ

なるとみられる彗素例|

再生可能エネルギーの技術革
新につながる事業への融資

環境対策を進める企業を後
押しする融資

二酸化炭素排出削減につな
がる設備投資への融資

（気
候
変
動
対
策
に
貢
献
）
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
と
、
日
銀

が
基
準
を
作
る
こ
と
に
な
る
」

と
し
て
、
中
立
性
の
観
点
か
ら

踏
み
込
ん
だ
判
断
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
の
考
え
を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
、
金
融
機
関
側
か

ら
は
「基
準
が
明
確
で
な
い
と
、

ど
の
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
か

判
断
し
づ
ら
い
。
気
候
変
動
間

題
は
中
央
銀
行
の

一
番
の
関
心

事
の
は
ず
。
産
業
界
を
巻
き
込

む
形
で
、
政
府
や
日
銀
に
も

っ

と
主
体
的
に
動
い
て
ほ
し
い
」

（
メ
ガ
バ
ン
ク
首
脳
）
と
の
声

も
上
が
る
。

Ｂ
Ｎ

，
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
の
中
空

麻
奈
チ
ー
フ
ク
レ
ジ

ツ
ト
ス
ト

ラ
テ
ジ
ス
ト
は

「日
銀
が

一
歩

踏
み
出
し
た
こ
と
に
は
意
義
が

あ
る
が
、
（気
候
変
動
関
連
の
）

市
場
の
拡
大
を
促
す
制
度
設
計

を
し
な
い
と
日
本
は
競
争
で
劣

後
し
か
ね
な
い
」
と
述
べ
、
政

府
や
日
銀
に
よ
る
環
境
整
備
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

【安
藤
大
介
】
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